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大規模霊周開発に疑問訟雫慧讐苧讃

植
物
な
ど
を
ビ
デ
オ
映
像
に
収
録
し
た
。
東
京
都
千

代
田
区
平
河
町
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
7
日
に

開
か
れ
る
N
J
P
O
日
本
高

山
植
物
保
護
協
会
（
甲
府
、

市
、
白
旗
史
朗
会
長
）
定

例
総
会
の
記
念
講
演
で
1
0

分
間
の
映
像
を
上
映
し
、

生
物
多
様
性
の
保
全
を
訴

え
る
。
　
【
雇
和
夫
】

＝
宮
侃
書
芸
御
法
川
さ
ん

御
法
川
さ
ん
は
シ
ジ
ミ

チ
ョ
ウ
類
が
専
門
併
昆
虫

愛
好
家
α
山
梨
県
嘗
士
河

口
湖
町
の
≡
ツ
峠
山
で
、

自
生
す
る
ラ
ン
科
ア
ツ
モ

リ
ソ
ウ
の
保
護
に
取
り
阻

む
三
ツ
峠
山
荘
経
営
の
中

村
光
吉
さ
ん
を
手
伝
い
な

が
ら
ビ
デ
鉾
撮
影
を
続

け
、
日
本
蝶
類
学
会
な

ど
で
作
品
を
発
表
し
て
き

た。
自
宅
に
近
く
、
国
蝶
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
の
県
内
最
大

駿
の
繁
殖
地
で
重
な
動

植
物
が
比
嘉
す
る
八
国
男

山
周
辺
は
、
昆
虫
類
の
撮

影
に
絶
好
の
フ
ィ
ー
ル

ド
。
八
国
見
山
南
面
の
中

村
川
源
流
域
で
の
霊
園

（
広
さ
約
1
9
・
8
分
）
建

設
計
画
に
危
機
感
を
抱
い

て
、
2
0
1
2
年
秋
で
ろ

か
ら
計
画
地
を
中
心
に
ビ

デ
オ
撮
影
を
続
け
て
き

た。
今
回
発
表
す
る
映
像
は

「
遠
い
狙
先
か
ら
の
預
か

り
も
の
」
■
の
タ
イ
ト
ル
で
、

生
物
多
後
任
の
保
全
に
軸

足
を
置
い
た
。
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
や
八
国
見
山
周
辺
で

の
固
有
種
と
み
ら
れ
る
カ

ン
ア
オ
イ
属
の
ナ
カ
イ
カ

ン
ア
オ
イ
な
ど
を
収
録
。

後
世
に
引
き
継
ぐ
べ
き
自

然
の
宝
庫
を
破
壊
す
る
霊

園
開
発
へ
の
疑
問
と
生
態

系
の
墓
を
訴
え
る
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
付
け
た
。

八
回
烏
山
周
辺
は
1
9

9
0
年
の
県
地
域
環
境
評

価
書
で
「
極
め
て
良
好
な

自
然
緑
地
で
植
生
附
に
も

重
要
」
と
し
て
最
高
の
A

J
ラ
ン
ク
地
に
評
価
さ
れ

た
地
域
。
御
法
川
さ
ん
は

■
「
大
磯
丘
陵
で
は
虫
食
い

状
態
に
乱
舅
が
進
み
、

八
国
見
山
周
辺
だ
け
が
手

付
か
ず
で
残
っ
た
。
多
く

の
昆
虫
類
な
ど
が
こ
の
一

帯
に
逃
げ
込
ん
で
お
り
、

県
の
前
章
な
ど
で
分
か
っ

た
こ
と
だ
け
で
判
断
し
て

自
然
の
宝
庫
を
つ
ぶ
す
こ

と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
話
し
て
い
る
。


